　『アシタハレルヤ』工賃向上計画
（令和６年4月策定）
Ⅰ　事業所の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　          
	事業所名
	アシタハレルヤ

	事業所種別
	就労継続支援B型
	定員
	20名

	管理者
	松浦鉄也
	担当者
	松浦鉄也

	開設年月
	令和3年　10月
	新体系移行年月日
	　令和6年 4月 1日

	所在地等
	（〒　065　－　0019　）
住所　札幌市東区北19条東16丁目1-1　津畑ビル1F
電話（　011　）　299　－　8331　　FAX（　011　）　299　－　8331
e-mail　t@ashita8.com
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　https://ashita-hallelujah.com/

	設置主体
	株式会社特需プロジェクト

	運営主体
	株式会社特需プロジェクト

	開設目的（理念）
（定款等から記載可）
	自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう就労の機会を提供するとともに、生産活動その他の活動の機会の提供を通じて、その知識及び能力の向上のために必要な訓練を提供する。

	運営方針
（定款等から記載可ですが、できるだけ今現在の具体的な方針と考え方を記してください。）
	関係法令を遵守し、他の社会資源との連携を図った適正且つ、きめ細やかな就労継続支援（B型）のサービスを提供する。

	利用者の障害程度
（手帳の保有状況）
( 令和6年4月1日現在)
	身障
	１級　3名、２級　1名、３級　0名、４級　1名、５級　2名、６級　0名

	
	知的
	Ａ　0名、Ｂ-1　1名

	
	精神
	１級　0名、２級　9名、３級　5名

	
	その他
	　　　0名（診断書等による者）

	利用者の男女の別
	男性12名（平均年齢40.75歳）　／　女性9名（平均年齢33.22歳）

	利用者への福祉的支援（観点）に関する特徴、配慮
（送迎、余暇等）
	・希望者に応じて公共交通機関や最寄り駅までの送迎サービスを実施している。
・利用者に対しては、個別支援計画等を説明し、本人、ご家族、職員が共通の理解に立つよう配慮している。
・本人のやりたいことと向き合い、小さな成功体験の継続ができるような作業の提供、配慮を行っている。

	工賃向上対象以外の実施事業
	なし

	工賃の決定・支払方法　※現在、利用者一人一人の工賃、あるいは全体の工賃水準を、どのように決定しているか記入
	時給の設定で工賃を支給している。


Ⅱ　作業の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　          
	
	作業名
	内容（簡潔に説明）

	①
	ピクトグラムの作成
パソコンを使っての作業
	Adobeソフトを使用し、イラストタイピング練習から資格勉強。ブログ更新、動画編集、デザイン制作。

	②
	カッティング作業
	外注されたシール等を専用の機材を使用し、設定した寸法でカットされているか見守る。その後に検品や納品を行う。

	③
	梱包作業
	ノベルティ商品等の梱包作業。

	④
	
	

	⑤
	
	

	⑥
	
	


※　作業に従事する利用者が多い順にすべて記載してください。行が不足する場合は、適宜、挿入してください。
Ⅲ　目標工賃の設定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             
（1） 目標工賃　
この表はエクセル形式です。ダブルクリックなどで開いてから入力してください。

[image: image1.emf]5年度 6年度 7年度 8年度

A　一人あたりの平均工賃月額（円）

E÷H÷１２

16758 18510 20325 22298 1 （%）

B　年間総収入　　　　　　　　　 （円） 723469 1085204 1736326

2951754

4 （%）

C　年間総原価（工賃除く）　 　（円） 172692 207230 269400 377159 2 （%）

D　工賃支払前収支　　　　　　 （円） B-C 550777 877973 1466926

2574594

5 （%）

E　年間工賃総額　　　　　　　  （円） 1689240 1875056 2100063

2373071

1 （%）

F　年間延べ利用者数　　　　　（人） 2031 2051 2092 2155 1 （%）

G　年間開所日数                 （日） 243 243 243 243 1 （%）

H　開所１日あたりの利用者数（人） F÷G 8.4 8.4 8.6 8.9 1 （%）

 I　目標平均工賃（時間額）　　（円） E÷J 249 271 297 328 1 （%）

J　年間作業時間数　　　　　（時間） 6783 6925 7078 7241 1 （%）

8年度の

対5年度比

（％）


※目標工賃を時間額で設定する場合は、I及びJの項目にも、記入してください。
※「J　年間作業時間数」は、例えば作業している利用者数が６人、月間平均作業日数が１９日、１日平均作業時間が５．５時間であれば、６×１９×５．５×１２＝７５２４（時間）になります。
Ⅳ　目標達成に向けた取組 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            
（1） 事業所全体
1 工賃向上を可能とする基本的前提
※　どのような前提が実現されれば目標とする工賃水準が可能になるかを記入してください。
	工賃向上のため、利用者の基礎知識及び能力を一定水準以上に保つことが必要であり、合わせて販売促進等も含めて事業所内でできることを一つずつ増やしていくことが求められる。




2 取組の基本方針と具体的方策
※　①の基本的前提を実現するために、施設全体として、どのような取り組みを行うか記入してください。
	基本方針
	商品として売上を上げられるように利用者の知識や能力を一定水準以上に保つ。


	具体的な
取組方針
	利用者の知識や能力向上のため、資格取得促進を含めた支援を行う。



3 ②の基本方針に関する現状と課題
※　②を進めていく上で、支障となることを、経営的、福祉的視点を分けて記載してください。
※　ここで記載する現状と課題が、次の④（改善方策や支援の要請）に繋がるようにしてください。
	経営的な
視点
	培った利用者の技術等を常に商品やサービスとして提供する開拓し続ける必要がある。

	福祉的な
視点
	技術向上には忍耐力が必要であり、体調や障害特性を考慮しつつ日頃の訓練を通して成長を促していく必要がある。


4 現段階で考えられる改善の方策と、行政、福祉団体、経済団体、企業、住民等に望むこと
※　③の課題に対応するために、特に取り組むこと、あるいは行政や住民などに望むことがあれば記入してください。
	事業所内では、利用者ごとの状態に細心の注意を払って支援を行っていく。
その他、社会的には障害のある方が生きやすい環境整備が進んでいくことを望んでいます。


（2） 作業別の取組方針
※ 複数の作業科目がある事業所は、従事する利用者の多い作業から順に３つまで記載してください（それ以上記載しても構いません）。
※ 取組方針欄は、該当項目を囲んでください。
※ 利用者の状態や福祉的支援についても考慮して記載してください。
	作業名　①
	ピクトグラムの作成、パソコンを使っての作業

	取組方針
	強化　　　現状維持　　　縮小　　　撤退

	理由
	（理由）メイン業務の一つであり、利用者の能力向上によりさらなる拡大が見込めるため。


	
	経営環境分析　※ 内部環境（〔強み〕、〔弱み〕）、外部環境（〔機会〕、〔脅威〕）を自己において整理することで、経営方針等を策定する材料とするものです。可能であれば記載してください。
〔強み〕
・専門的に行っている事業所が少ない中、自社で専門的なサービス提供ができており成果物が社会に出て人々の目に留まることでやりがいやさらなるサービス展開につながっていく。
〔弱み〕
・スタッフ及び利用者の育成が難しい。
〔機会〕
・同様のサービス業種で大きな売上を上げている他社がまだ少ない。
〔脅威〕
・特になし。

	目標
	利用者の資格取得人数を増やす。


	具体的な
目標達成策
	1 収入面について
（商品開発、価格設定、販路拡大、宣伝広告など）
・販路拡大として、前年よりも一つでも多くの顧客へのサービス提供を行う。
2 支出面について
（仕入れ、業務改善、コスト低減など）
・業務にかかる時間短縮によるコスト削減を行う。
3 その他
・


	作業名　②
	カッティング作業

	取組方針
	強化　　　現状維持　　　縮小　　　撤退

	理由
	（理由）メイン業務の一つであり、利用者の能力向上によりさらなる拡大が見込めるため。


	
	経営環境分析　※ 内部環境（〔強み〕、〔弱み〕）、外部環境（〔機会〕、〔脅威〕）を自己において整理することで、経営方針等を策定する材料とするものです。可能であれば記載してください。
〔強み〕
・大手との取引実績もあることで、さらなる販路拡大を目指していくことができる。
・自社デザイン制作との相性が良い。
〔弱み〕
・自社制作物を売上につなげていくため、常に販売促進業務が必要となる。
〔機会〕
・専門特化している事業所がない。
〔脅威〕
・特になし。

	目標
	販路拡大により自社提携先を増やしていく。

	具体的な
目標達成策
	1 収入面について
（商品開発、価格設定、販路拡大、宣伝広告など）
・販路拡大として、前年よりも一つでも多くの顧客へのサービス提供を行う。
2 支出面について
（仕入れ、業務改善、コスト低減など）
・業務にかかる時間短縮によるコスト削減を行う。
3 その他
・


	作業名　③
	梱包作業

	取組方針
	強化　　　現状維持　　　縮小　　　撤退

	理由
	（理由）
優先度として、まずは作業①及び②の強化に注力する。


	
	経営環境分析　※ 内部環境（〔強み〕、〔弱み〕）、外部環境（〔機会〕、〔脅威〕）を自己において整理することで、経営方針等を策定する材料とするものです。可能であれば記載してください。
〔強み〕
・
・
〔弱み〕
・
・
〔機会〕
・
・
〔脅威〕
・
・

	目標
	

	具体的な
目標達成策
	1 収入面について
（商品開発、価格設定、販路拡大、宣伝広告など）
・
・
2 支出面について
（仕入れ、業務改善、コスト低減など）
・
・
3 その他
・
・


◎新規事業、あるいは設備投資による大幅な規模拡大を計画している場合は、次項も記載してください。
※ 取組方針欄は、該当項目を囲んでください。
	作業名
	カーラッピング

	取組方針
	新規　　　　　大幅な規模拡大

	商品・サービスの内容
	広告塔のカーラッピング業務

	顧客・市場規模・販路
	（対象顧客）
・主にBtoBとして一般企業をメイン対象とする。
（市場規模）
・全世界で見ると400億円程度。
（販路）※製造業、農業等の場合に記載してください。
・

	競合と差別化
	（ライバルの状況）
・当業務に専門特化している企業が少なく、大手競合他社も少ない。
（差別化の視点）
・競合他社が少ない中で、自社で北海道東北エリアのシェアトップを目指していける点。

	設備投資と資金
	自社工場の設置。


	収支と工賃
	生産活動としては1日の売上3000円から始めていく。



Ⅴ　取組の年次計画　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            
※取り組む事項を簡潔に記載してください。
 令和６年度  （実施済を含む）
・利用者の資格取得者を増やす。
 令和７年度 
・本社で担っている販売促進に関わる業務を一部生産活動へ転用する。
 令和８年度 
・カーラッピング業務の中で、利用者対応業務を拡充させる。
（以下は、可能であれば記載してください。）
○固定資産の状況
※令和５年度（または６年度）の減価償却費の大きなものを中心に、可能な範囲で記入してください。　　　（単位；千円）
	資産名
（作業科目）
	取得年
	取得価額
（耐用年数）
	Ｒ２年度末
償却済額
	減価償却費（６年度）
	減価償却費（７年度）
	減価償却費（８年度）

	（　　　　）
	
	（　　　年）
	
	
	
	

	（　　　　）
	
	（　　　年）
	
	
	
	

	（　　　　）
	
	（　　　年）
	
	
	
	


○投資計画（設備の内容、資金調達方法）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位；千円）
	設備の内容・投資額
	資金調達方法

	作業（事業）名：
	自己資金
借入
その他
	

	ａ 設備名

	　　
	
	

	ｂ 設備名

	　　　
	
	


	設備の内容・投資額
	資金調達方法

	作業（事業）名：
	自己資金
借入
その他
	

	ａ 設備名

	　　
	
	

	ｂ 設備名

	　　　
	
	


○積立金の状況
　※就労事業と関係の深い積立金等があれば可能な範囲で記入してください。　　　　　　（単位；千円）
	積立金名
	目的
	Ｒ５年度末積立額
	Ｒ８年度までの使用見込み
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						実績・見込み		目標 モクヒョウ						8年度の
対5年度比
（％） ネンドタイネンドヒ

						5年度 ネンド		6年度 ネンド		7年度 ネンド		8年度 ネンド

		A　一人あたりの平均工賃月額（円） ヒトリヘイキンコウチンゲツガクエン		E÷H÷１２		16758		18510		20325		22298		1		（%）

		B　年間総収入　　　　　　　　　 （円） ネンカンソウシュウニュウエン				723469		1085204		1736326		2951754		4		（%）

		C　年間総原価（工賃除く）　 　（円） ネンカンソウゲンカコウチンノゾエン				172692		207230		269400		377159		2		（%）

		D　工賃支払前収支　　　　　　 （円） コウチンシハライマエシュウシエン		B-C		550777		877973		1466926		2574594		5		（%）

		E　年間工賃総額　　　　　　　  （円） ネンカンコウチンソウガクエン				1689240		1875056		2100063		2373071		1		（%）

		F　年間延べ利用者数　　　　　（人） ネンカンノリヨウシャスウニン				2031		2051		2092		2155		1		（%）

		G　年間開所日数                 （日） ネンカンカイショニッスウニチ				243		243		243		243		1		（%）

		H　開所１日あたりの利用者数（人） カイショニチリヨウシャスウニン		F÷G		8.4		8.4		8.6		8.9		1		（%）

		I　目標平均工賃（時間額）　　（円） モクヒョウヘイキンコウチンジカンガクエン		E÷J		249		271		297		328		1		（%）

		J　年間作業時間数　　　　　（時間） ネンカンサギョウジカンスウジカン				6783		6925		7078		7241		1		（%）
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